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気管 ・気管支結核の病理解剖学的研究

第2報 腸 及 び 喉 頭 結 核 と の 関 連

国 立 療 養 所 清 瀬 病 院

島 村 喜 久 治 ・ 吉 田則 武

(昭和28年8月20日 受付)

1緒 言

前報Dに おいて気管 よ りSegme}}tulhroRehiに 到 る問

の気管支結 核について,分 布 ・頻慶 。空洞 との関係 その

他について論 じたので,同 じ材料について,本 報では,

成因考察 の一助 として,他 の管内性結 核疵(腸 及び喉頭

結核)と の関連について論 じてみたい。以下,本 報 にお

いて気管 ・気管支結核 とい うのは,第 工報 と同 じく,気

管 よ りSegmentalbronchiに 到 る間 の気管 ・気管支結

核 である◎

II研 究の対象 と方法

第1報 と同 じ材料の うち,記 録 並びに材料 の不十分な

例 を除 いて,131例 について研究 した。肉眼的所見を主

としたが疑わ しい場合 は,第1報 と同 じく組織標本 を作

つ て検討 した。

Iva腸 結核との関係

位置的に連続 してい る喉頭結核 との闘連 につ いては前

SUi)で ふれたので,省 略する。腸結核 との関係 は第1表

の よ うであつた◎

これ でみをと,気 管 ・気管支結捜 と腸結核 の併存す る

第1表 腸 結 核 と の 関 係

第3表 腸 潰 蕩 と の 関 係
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第2表 腸 及 び 喉 頭 結 核 と の 関 係

例は77%,両 者 と も欠 くものは6.9%で,結 局,両 者

の平行 する ものは83・9%で あつ た。明 らか に相関があ

る。 しか し,喉 頭結核 との関連Dに 比 して,腸 結核 との

関連性 はやや劣 り,腸 結 核ある もの115例 申,気 管 。気

管支結核 を欠 くものは,喉 頭結捜 の場合 の約4倍 に当る

14例(12」%)で あつた。

IV腸 結核並びに喉頭結核 との関係

気管 ・気 管支結核,腸 結核及び喉頭結核の3者 の関連

をみ ると第2表 のよ うであつた。3者 ともある ものが最

も頻度 が高 くて56.5%,3者 とも欠 くものは6.9%で あ

つた。 喉頭結核 だけあつて他 の2者 を欠 くものは1例

もなかつたが,腸 結核だけあつて他 の2=者 を欠 くものは

8・4%・ 気管 。気管支結捜だけあつて他 の2者 を欠 くも

のは3・8%で あつた◎すなわ ち,こ の3者 はか な りの

頻度 で相互 に合併 してい た◇

V気 管 ・気管支潰瘍 と腸 の潰瘍 との関係

この両者の潰瘍の質につ いて調査 してみたが,一 ・定の関

係 はみ られ なかつ
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た◎逆 に,腸 に潰瘍が ある115例 の中30例(26・1%)に

は気管亥に潰瘍を見 なかつた◎

v互 考 按

以上の事笑か ら考えてみると,気 管 。気管支結 核は,

腸結核,喉 頭結核 と同 じく,多 くは管 内性に,直 接,i接

触 感染に よつて起 る ものであろ う◎ しか し・ この3者 を

錦べてみると,感 染源(転 移源)か らの距離 やそれ ぞれ

の臓器のもつ特異性のためか,そ の発生頻度 だけか らみ

ても差が示 され る◎

たとえば前記 のよ うに,気 管 ・気管支結 核は腸結核 よ

りも喉頭結核の方 によ り強い関連性 を示すcす なわ ち第

1及 び2表 からみて,腸 結核が あつて気管 。気管支結核

を欠 ぐものは14例(12・1%)も あるが,喉 頭結核 の場合

は3例(2・3%)で あつた◎また第2表 からみても,腸 結

核だけあつて喉頭 にも気管支 にも結核性変化 を欠 くもの

は8,4%あ つ たが,喉 頭結核 だけあつて他 の2者 を欠 く

ものは1例 もなかつたっまた第3表 か らする と,気 管 ・

気管支に多数 の灘 易がある時 は,腸 にも潰瘍が あるが,

.逆の場合は26・1%も の例 外が ある◎従つて,3者 の申

では腸結核が最 も起 り易い といえるだ ろ う。第1表 及び

第2表 から131例 の結 核屍の もつていたそれぞれ の率 を

算出してみると,腸 結核87・7%気 管 。気管支結核82・4
た

%喉 頭 結捜60・5%と な る。

Auerbach2)に よ る と,気 管 支,喉 頭 及 び腸 のい ず れ

にも結核のあつ た もの51・8%3者 の申喉頭結核のみ欠

くもの30.1%腸 結 捜のみ欠 くもの3.2%で,気 管 ・気

管支結 核の85%は 腸か喉頭 のいずれか或いは両方 に結

核性変化が あつた とい う。またSalkin.eta1:1♪ に よると

腸結核が あるものの申,気 管支結核 のあるもの とない も

のの比 は1.4:1で あつたが,喉 頭結 核の場合 は同 じ比

が2.9;1で あつた とい う◎同 じ計算 を してみる と,われ

われ の材料では前者は7:1後 者は25:1に なる◎絶対

値 に大差はあるが,や は り喉頭結核は位置的 に気管 ・気

管支結核 に近いだけに腸結核 よ りも併発 し易 いとい える

だ ろ う◎

VII結 論

気管 ・気管麦結 核は,同 じ く管内性に発生す る腸結核

及 び喉頭結 核 と密接 な関連を もつ◎131体 の結核屍 につ

いて調査 してみると,こ の3者 とも欠 くものは,6.9%

にす ぎないが,2者 以上 をもつ ものは80.9%3者 を有

す る ものは56・5%で あつ た。3者 の頻度は腸,気 管 。

気管支,喉 頭の順 に少かつた◎喉頭結 核は位置的 に近い

だけ に気管 ・気管支結核 とよ く合併 す るが,そ れ 自身 と

して最 も起 り易いのは腸結核 であつた◎
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